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本日の講義内容

市場メカニズムについて

 買い手と売り手

 需給曲線でアベノミクスを考える

不景気と景気対策

消費税増税について

景気について

 GDPを理解する

「現代の経済」「現代と経済」 1

市場（マーケット）メカニズムとは？
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市場（マーケット）メカニズムとは？
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市場メカニズムとは？

市場でモノを交換

 買い手と売り手のバランスで決定

値段が高いと買い手は少ない

値段が安いと買い手は多い

値段が高いと売り手は多い

値段が安いと売り手は少ない

売れ残れば値段は下がる

品不足なら値段は上がる
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市場メカニズムとは？
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値段

数量

安
く
な
る
ほ
ど

買いたい人が増える

需要曲線

市場メカニズムとは？
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値段

数量

高
く
な
る
ほ
ど

売りたい人が増える

供給曲線
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市場メカニズムとは？
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値段

数量

均衡
価格

均衡取引量

需要曲線

供給曲線

市場メカニズムとは？
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値段

数量

販売
価格

売れ残り

需要曲線

供給曲線

売れ残れば値段が下がる

市場メカニズムとは？
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値段

数量

販売
価格

品不足 需要曲線

供給曲線

品不足なら値段が上がる

市場メカニズムとは？
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値段

数量

販売
価格

需要曲線

供給曲線

買い手と売り手のバランス一致

市場メカニズムとは？

需給曲線の応用問題

 例１：世界的な小麦価格の値上げ

 例２：テレビ報道で「体にいい」と報道
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例１：小麦の高騰
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値段

数量

80円

需要曲線

供給曲線

価格上昇と取引量の減少

100円
小麦の高騰
によるパン価
格の上昇
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例２：テレビ報道
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値段

数量

80円

需要曲線

供給曲線

価格上昇と取引量の増大

110円 テレビ報道によ
り品物を求める
人が急増

市場メカニズムとは？

アベノミクスについて

 不景気の状態

 景気対策

 消費税増税

 法人税減税
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不景気の状態
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値段

数量

売れ残り

需要曲線

供給曲線

「需給ギャップ」の発生

不景気の状態

たくさん作られている割に欲しい人が少ない

 生産量の減少→雇用縮小・派遣切り

 一般家計の所得低下→消費意欲減退

ではどうすれば良いのか？

 政府による景気対策

大胆な金融政策

機動的な財政政策

民間投資を喚起する成長戦略
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景気対策
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値段

数量

需要曲線

供給曲線

買い手の増加による景気拡大

公共事業等
による労働者
所得増→消
費拡大

消費税増税（１次効果）
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値段

数量

105円

需要曲線

供給曲線

価格上昇と取引量の減少
→消費者心理の冷え込み

108円 増税による価
格上昇
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消費税増税（２次効果）
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値段

数量

需要曲線

供給曲線

消費者心理の冷え込み
→取引量減少・景気の減退

労働者所得低
下による購買
力低下

法人税減税（１次効果）
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値段

数量

需要曲線

供給曲線

価格減少と取引量増大
→雇用拡大・所得増大

企業収益増大
による投資拡
大・生産量増

法人税減税（２次効果）
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値段

数量

需要曲線

供給曲線

雇用拡大・所得増大
→さらなる取引量増大・景気拡大

労働者所得上
昇による購買
力上昇

景気について

景気の指標：「経済成長率」

 GDP: Gross Domestic Product 国内総生産

一定期間に国内で生産されたモノ・サービスの付
加価値合計額

 日中米のGDP
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GDP（兆ドル） 成長率(%) １人当り($)

日本 5.96 1.9 46,720

中国 8.36 7.8 6,188

アメリカ 15.68 2.2 49,965

GDPについて

潜在成長率

 国にある工場設備や労働力をフルに活用したと
きに達成可能な経済成長率

日本では2%程度

景気は実際の成長率と潜在成長率の差で考える

付加価値

 企業等がモノ・サービスの生産過程で新たに生
み出した価値
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付加価値について

例：パンを作るときの付加価値

 農家が小麦を作る：

付加価値50万円

 メーカーが小麦粉を作る：

仕入価格50万円＋付加価値20万円＝70万円

 パン屋がパンを作る：

仕入価格70万円＋付加価値30万円＝100万円

 このとき付加価値総額は100万円
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